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緑肥作物ハゼリソウにおけるハモグリバエ類（ハエ目：ハモグリバ工科）の

土着寄生蜂相とネギハモグリバエ防除のためのバンカープランツ

およびインセクタリープランツとしての利用の可能性

大井田寛＊・河名利幸

千築県農林総合研究センター

Hymenopterous Parasitoids of Agromyzid Leafininers (Diptera: Agromyzidae) on Leaves and Flowers of Phacelia 

tanacetifolia in Chiba Pref., Japan and Potential of P. tanacetifolia as a Banker Plant or lnsectary Plant to Control 
Liriomyza chinensis (Diptera: Agromyzidae). Hiroshi OrnA* and Toshiyuki KAWANA Chiba Prefectural Agriculture 

and Forestry Research Center; 808, Daizenno, Midori, Chiba 266-0006, Japan. Jpn. J. Appl. Entomol. Zoo!. 61: 233-
241 (2017) 

Abstract: Phacelia tanacetifolia Bentham is known worldwide as a kind of insectary plant and is used in Japan as a 

green manure crop before Welsh onion planting. To explore the possibility of using P. tanacetifolia as a banker plant or 

an insectary plant for parasitoids of Liriomyza chinensis Kato, we investigated the seasonal abundance of agromyzid 

leafininers and their hymenopterous parasitoids on infested leaves and blooming flowers of P. tanacetifolia collected 
in Chiba Pref., Japan, in 2009, 2010, and 2012. We also investigated longevity increase in Diglyphus isaea (Walker) 

adults with a blooming P. tanacetifolia plant in the laboratory. Almost all agromyzid leafminers reared from leaves 
were Chromatomyia horticola (Goureau). Twenty-one parasitoid species including seven species reported from L. 

chinensis mines by different authors in Japan were reared from leaves, and nine species including eight species reared 

from leaves were caught on flowers. The most abundant parasitoid species was D. isaea. In this study, Diglyphus 
crassinervis Erdos was reared from C. horticola for the first time in Japan. The longevity of D. isaea adults provided 

with a blooming plant and water was about 18 days at 24℃ with a 16L: 8D photoperiod. The log-rank test, used to 

compare survival curves from the 2 treatments; with and without blooming P. tanacetifolia plant, showed a statistically 

significant difference between treatments. These results suggest that P. tanacetifolia has potential as a banker plant or 

insectary plant for parasitoids to control L. chinensis in Welsh onion fields. 

Key words: Chromatomyia horticola; banker plant; insectary plant; natural enemies; parasitoids 

緒言

保全的生物的防除 (ConservationBiological Control ; Gurr 

et al., 2004)においては，選択性殺虫剤の使用などによる

害虫の土着天敵の保護や，その発生源や餌資源となるイン

セクタリープランツ（天敵温存植物）などを用いた植生管

理による天敵の働きの強化が行われる（大野， 2009). 花

粉や花蜜などを多く生産する植物は土着天敵の餌資源と

して重要であり (Isaacset al., 2009; Hogg et al., 2011) , こ

れまでに様々な植物種を対象とした機能の評価などが圃

場および実験室内において数多く行われてきた（たとえ

ば， Witting-Eissingeret al., 2008; Gamez-Virues et al., 2009; 

Gillespie et al., 2011; Sivinski et al., 2011; Al-Dobai et al., 
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2012; 永井・飛川， 2012;太田・武田， 2014など）． このう

ち，ハゼリソウ Phaceliatanacetifolia Benthamはヒラタア

ブ類などのインセクタリープランツとして適することが知

られており (Hogget al., 2011; Laubertie et al., 2012), 海外

では，アブラムシ類捕食者（特にヒラタアブ類）の増加を

促進しアブラムシ類の密度を抑制することを目的として，

コムギ Triticumaestivum L., テンサイ Betavulgaris L. spp. 

vulgaris, キャベツ Brassicaoleracea L. などの圃場に植栽

され利用されている (Hickmanand Wratten, 1996; Nicholls 

and Altieri, 2004) . 一方， 日本においてはこれまで，ハゼ

リソウはインセクタリープランツとしてはほとんど利用さ

れてこなかったが，ネギ Alliumfistulosum L. の生育向上の

ための緑肥作物としてネギ産地で普及しつつある（橋爪，



234 大井田寛•河名利幸

2014). 

ネギの害虫のうち，ネギハモグリバエ Liriomyzachinen-

sis Katoは，収穫対象である葉に直接損傷を与え，わずか

な加害でも生産物の品質を著しく低下させるため（徳丸・

岡留， 2004a,b), 従来は主に殺虫剤による防除が行われて

きた しかし，本種に対する防除効果が高い殺虫剤は少な

いため（徳丸• 岡留， 2004a), 化学合成農薬に代わる管理

技術の積極的な導人が不可欠である． 日本では農作物で

問題となるハモグリバエ類として，本種を含むLiriomyza

属の 5種 お よ び ナモグリバエ Chromatomyiahorticola 

(Goureau)の計 6種が知られており（徳丸， 2010), これら

のうち複数の種を寄主とする寄生蜂種が存在することも明

らかとなっている（西東ら， 1996;Arakaki and Kinjo, 1998; 

小西， 1998;大野ら， 1999;下元， 2002;密田・山崎， 2003;

西東ら， 2008). ネギでは 6種の害虫ハモグリバエ類のう

ちトマトハモグリバエ Liriomyzasativae Blanchardおよびナ

モグリバエによる加害の記録はなく (B本応用動物昆虫学

会， 2006), これまでに H本でネギハモグリバエを寄主と

していることが明らかとなった 9種の土着寄生蜂（山村，

2004; 徳丸， 2006;Imura, 2012)のうち 7種はトマトハモグ

リバエ（井村， 2005;徳丸・阿部， 2006;東浦ら， 2011) お

よびナモグリバエ (Takadaand Kamijo, 1979; 福原・高木，

2007; 小西， 2007)からも記録されている．バンカー法（矢

野， 2003;長坂， 2016) は，害虫の代替となる種を害虫の

寄主ではない植物上で飼育し，ここにこれらに共通する天

敵を定着させ，その保護・強化に用いる技術である．ネギ

ハモグリバエの防除を想定した場合， トマトハモグリバエ

またはナモグリバエの寄主となる植物をネギ圃場の内外に

植栽し，前述したネギハモグリバエと共通の土着寄生蜂を

定着させた状態で利用できれば，バンカープランツとして

活用できる可能性がある．筆者らはネギの緑肥として利用

されるハゼリソウの葉において，ハモグリバエ類による産

卵および寄生を観察したが，本種に寄生するハモグリバエ

類とその寄生蜂相についての報告はない．そこで，ネギハ

モグリバエ対策のバンカープランツとしての利用可否の検

討につながる基礎的な知見を得ることを目的として，千葉

県北西部の圃場で複数年にわたりハゼリソウの築から羽化

するハモグリバエ類とその寄生蜂相を調査した．加えて，

インセクタリープランツとしてのハゼリソウの機能（花粉

や花蜜の供給）をこれら寄生蜂類が利用している可能性の

有無を明らかにするため，その訪花状況およびハモグリバ

工類が寄生していない開花中のハゼリソウを与えた場合の

生存日数を調査した．

調査の実施にあたり，ハゼリソウの栽培管理や植物体の

採取などにご協力頂いた市川市のネギ生産者および千葉県

東葛飾農業事務所の関係各位に深謝の意を表する．なお本

研究は，農林水産省委託プロジェクト研究「農業に有用な

生物多様性の指標及び評価手法の開発」No.1181および「土

着天敵を有効活用した害虫防除システムの開発」 No.2112 

において実施したものである．

材料および方法

1. 葉におけるハモグリバエ類とその寄生蜂類の密度

推移

秋冬どり栽培ネギの生産地域である千葉県市川市内の 2

圃場（各約 350mりおよび千薬県農林総合研究センター内

の約 150m2の圃場（千策市緑区；以下，千葉市とする）に

播種したハゼリソウ「アンジェリア（雪印種苗）」の群落か

らハモグリバエ類の食痕がある葉を採取して実験室に持ち

帰り，葉から羽化したハモグリバエ類とその寄生蜂類の種

および個体数を記録した市川市中国分の圃場（以下，中

国分とする）では 2009,2010および2012年に，市川市国

分の圃場（以下，国分とする）では 2010および2012年に，

千薬市では 2012年にそれぞれ調査を実施した．関東地域

におけるハゼリソウの播種適期は 3~4月頃および IO~

11月頃であり（橋爪， 2014), その生育期は前者の場合 7

月頃まで，後者の場合は翌年の 6月頃までである. 2009 

年および 2010年に調査したハゼリソウは，いずれも前年

の 10月に播種したもの， 2012年に調査したハゼリソウは，

中国分および国分では同年 3月に播種したもの，千葉市で

は前年の 10月に播種したものである．

2009年の中国分では， 3月および 4月に各 1回，それぞ

れ25および 50槃を採取した. 2010年の中国分および国

分では，菓が旺盛に繁茂した 3月から 5月にかけてそれぞ

れ7回および 5回，ハモグリバエ類の食痕がある葉が少な

かった場合を除き，毎回 30薬 (3月29Bの中国分では 24

菓， 3月5日の国分では 11葉）を採取した. 2012年の中国

分では 4月から 7月にかけて 7回，国分では 5月から 7月

にかけて 6回，千薬市では 5月から 6月にかけて 3回，い

ずれも菓が旺盛に繁茂している状況下で原則として毎回

15薬 (6月28日および7月11日の中国分では5および4葉，

7月 11日の国分では 13薬）を採取した

内寸 304mmX250mmX280mmのツマグロヨコバイ類飼

育箱（三紳工業（株）製）に JKワイパー (B本製紙クレシ

ア（株）製）を 2枚敷き，その上に，なるべく相互の重なり

が少なくなるよう配慮してハゼリソウの薬を置き，室内の

直射H光が当たらない場所に保管した． その後， 50ml容

の遠沈管 (Coming製）を加工して作製した吸虫管を用い

て，羽化したハモグリバエ類および寄生蜂類を 1または 2

Hごとに捕獲し，遠沈管に入れたまま 24時間以上冷凍し

て殺虫した．ハモグリバエ類および寄生蜂類が連続 14B 

以上羽化しなくなるまで飼育容器内での葉の保管を継続し

たハモグリバエ類は，蛹化場所なども参考にしながら，

Sasakawa (1961)などに従い実体顕微鏡下で同定したま
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た，科までの分類に留めた個体については笹川 (2013)に

従いハモグリバ工科であることを確認した．寄生蜂類は，

Takada and Kamijo (1979) , 小西 (1998)およびImura(2012)

に従い，実体顕微鏡下で同定した また，ハモグリバエ

類の寄生蜂は単寄生の種が多いため (Takadaand Kamijo, 

1979), 本研究では便宜的に捕獲されたすべての種が単

寄生であるとみなし，西東ら (1996),Arakaki and Kinjo 

(1998), 徳丸 (2006), 西東ら (2008)などと同様に，羽

化した寄生蜂類の個体数／（羽化した寄生蜂類の個体数十羽

化したハモグリバエ類の個体数） X 100によりハモグリバ

工類に対する寄生率を求めた

なお，調査を行ったすべての圃場および年次において，

ハゼリソウヘの化学合成農薬の処理は行われなかった．

2. ハモグリバエ類とその寄生蜂類の訪花状況

モグリバエ類寄生薬から得た羽化後 24時間以内のイサエ

アヒメコバチをそれぞれ複数頭同時に入れ，その後全個体

が死亡するまで死虫の有無を毎日調査した試験開始時に

は実体顕微鏡下での観察により供試個体がイサエアヒメコ

バチであることをあらかじめ確認したが，死亡時にはその

都度飼育箱から取り出し，正式に同定した．ハゼリソウ苗

には 2または 3Bごとに適蜃をかん水するとともに，開花

中の花を継続的に安定供給するため，約 10日間隔で新し

い苗を追加したなお，古い苗については開花終了を確認

した後に飼育箱から取り出したハゼリソウ給餌区，対照

区ともに 2つの容器で実施し，それぞれ合計 14頭および

20頭を供試した. Kaplan-Meier法により生存時間の計算

を行い，両試験区の生存曲線の差を log-rank検定により解

析した．統計解析には， JMP12.2.0 (SAS Institute, 2015)を

ハモグリバエ類とその寄生蜂類の訪花状況を明らかにす 用いた．

るため， 2010年に中国分および国分で花の採取とすくい取

りを行い，花に潜り込んでいる個体を採集した. 5月6日

および 19日に，両圃場で開花中のハゼリソウを各 30花採

取して実験室に持ち帰り，薬の調査と同じ容器に入れて室

内の直射H光が当たらない場所に置いた. 24時間以内に

花から離脱したハモグリバエ類および寄生蜂類を薬の調査

と同様に捕獲して殺虫し，実体顕微鏡下で種および個体数

を調査したまた 5月 19日には中国分， 5月27Bには中

国分および国分においてハゼリソウ群落内をそれぞれ合計

20m歩行し， 口径 36cm, 柄の長さ 120cmの捕虫網を用

いて 20回振りで花を対象としたすくい取りを行った本

調査では，実験室に持ち帰ったサンプルを花の採取による

調査と同様の方法および手順で処理し，少なくとも 1頭以

上捕獲された寄生蜂種を把握した．

3. 開花中のハゼリソウを与えた場合のイサエアヒメコ

バチの生存日数

開花中の花を含んだハゼリソウの存在によるハモグリ

バエ類寄生蜂の延命効果の有無を明らかにするため， 2011

年 5月から 6月にかけて実験室内で調査を実施した．築

における調査で最も多く捕獲されたイサエアヒメコバチ

Diglyphus isaea (Walker)を供試し， 24土l℃,16L:8D条件

下に置いたツマグロヨコバイ類飼育箱内でハゼリソウ苗

と水を与えるハゼリソウ給餌区と水のみを与える対照区

を設けてそれぞれ生存日数を調査した両区には，直径

35mmX高さ 14mmのプラスチックシャーレの本体に直径

10mmの綿球 5個を入れて合計約 4.5mlの水を含ませたも

のを給水場所として設置した加えて，ハゼリソウ給餌区

には， 2011年 5月に千葉市のハゼリソウ群落から草丈が低

くハモグリバエ類が薬に寄生していない開花中の株を選

び，株元の土とともに掘り上げて 200ml容のビーカーに

移植したものを入れた植物体上に寄生蜂が隠れていない

ことを確認した後，両区には，事前に中国分で採取したハ

結 果

1. 葉におけるハモグリバエ類とその寄生蜂類の密度推移

ハモグリバエ類はすべての調杏を通じて合計 4,944頭得

られ， このうち 2010年 3月に中国分で採取した菓から羽

化した 5頭以外はすべてナモグリバエであった (TableI). 

また，前述の 5頭は色彩などからネギハモグリバエではな

いことが確認できたが，殺虫処理時に一部の個体が破損し

たため，科までの分類に留めた．寄生蜂類は科までの分類

に留めた種を含め，コマユバチ科 3種，コガネコバチ科 4

種ヒメコバチ科 14種の計 21種合計 3,270頭が羽化し

た (TableI). このうち最も多かったのは 2,314頭羽化し

たイサエアヒメコバチであり，次いでハモグリヤドリヒ

メコバチ Chrysocharispentheus (Walker), ハモグリコガネ

コバチ Halticopteracirculus (Walker)およびニホンハモグ

リコマユバチ Dacnusanipponica Takadaの 3種がそれぞれ

291頭， 231頭および 169頭と比較的多く得られた． また，

2009年 4月に中国分で採取した葉から 1頭のみであった

が，日本ではこれまでにナモグリバエからの記録がないネ

ギハモグリヒメコバチ Diglyphuscrassinervis Erdosが羽化

した本調査で得られた寄生蜂類のうち，日本でネギのネ

ギハモグリバエに対する寄生の報告があるものは，ハモグ

リコガネコバチ，カトウヒメコバチ Pnigaliokatonis (Ishii) , 

ネギハモグリヒメコバチ， イサエアヒメコバチ，ハモグ

リヤドリヒメコバチ， Neochrysocharisokazakii Kamijoお

よびハモグリミドリヒメコバチ Neochrysocharisformosa 

(Westwood) の 7種であった (Table1). 2010年 3月およ

び 4月の国分で採取された葉を除くすべての調査では，羽

化した寄生蜂の過半数をこれら 7種のうち特に個体数が多

かったハモグリコガネコバチ，イサエアヒメコバチ，ハモ

グリヤドリヒメコバチおよびハモグリミドリヒメコバチの

4種が占めた (Fig.1). ハモグリバエ類に対する寄生率は，



236 大井田寛•河名利幸

Table I. Species and total number of leafminers and its parasitoids emerged from Phacelia tanacetifolia leaves collected at 3 locations in Chiba 
Pref., Japan (2009-2012) 

Nakakokubun, Ichikawa Kokubun, Ichikawa 
Midori, 

Chiba Family and species Total 

2009" 2010 b 2012' 2010 d 2012・ 2012 f 

Leafminer 

Chromatomyia horticola (Goureau) 1,404 1,064 549 1,327 591 4 4,939 

other species of Agromyzidae 

゜
5 

゜ ゜ ゜ ゜
5 

Parasitoidsg 

Braconidae 

Dacnusa nipponica Takada 13 58 II 78 7 2 169 

Dacnusa sasakawai Takada 

゜
5 3 4 3 16 

Opius sp. 

゜ ゜
31 

゜
15 

゜
46 

Pteromalidae 

* Halticoptera circulus (Walker) 35 18 85 55 38 

゜
231 

Sphegigaster hamugurivora Ishii 

゜ ゜
3 16 4 24 

Trichomalopsis o,yzae Kamijo et Grissell 

゜
8 

゜ ゜ ゜
， 

Eupteromalus sp. 

゜
2 

゜
2 

゜ ゜
4 

Eulophidae 

* Pnigalio katonis (Ishii) 2 

゜
5 

゜ ゜
3 10 

＊ Diglyphus crassinervis Erdos 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜* Diglyphus isaea (Walker) 136 901 417 681 128 51 2,314 

Diglyphus minoeus (Walker) 2 7 6 24 2 

゜
41 

Diglyphus puztensis (Erdos et Novicky) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜Diglyphus albiscapus Erdos 2 

゜
19 4 13 

゜
38 

Quadrastichus sp. 

゜ ゜ ゜
2 

゜
2 4 

Pediobius meta/lieus (Nees) 

゜ ゜
2 

゜
4 7 

Chrysocharis pubicornis (Zetterstedt) 

゜
10 

゜ ゜
12 

* Chrysocharis pentheus (Walker) 

゜
20 164 66 34 7 291 

＊ Neochrysocharis okazakii Kamijo 

゜
1 3 

゜
6 

゜
10 

* Neochrysocharis formosa (Westwood) 

゜
5 16 15 2 39 

Neochrysocharis sp. 

゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜
2 

other species of Eulophidae 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜Total 191 1,019 776 959 250 75 3,270 

Total no. ofleaves surveyed 75 204 84 131 88 45 627 

• Surveyed on March 26 and April 10. 
b Surveyed on March 5, March 29, April 14, April 22, May 6, May 19 and May 27. 

'Surveyed on April 19, May 11, May 17, May 30, June 11, June 28 and July I I. 

d Surveyed on March 5, April 14, May 6, May 19 and May 27. 

• Surveyed on May 11, May 17, May 30, June 11, June 28 and July I I. 

f Surveyed on May 23, June 2 and June 12. 

g Asterisks indicated the species collected from Welsh omon leaves with Liriomyza chinensis mines by different authors in Japan. 

3月および4月に採取した菓では平均約 18%,5~7月に採

取した葉では同約 72%であったなお， 2012年 6月28日

および 7月 11Bの中国分では，ハモグリバエ類の食痕が

ある策自体が少なく，同時期に中国分よりも食痕のある

薬が多かった国分では寄生蜂類の寄生率が 100%であった

が，羽化個体数はわずかであった (Fig.1). 

2. ハモグリバエ類とその寄生蜂類の訪花状況

中国分および国分で開花中のハゼリソウの花を 2010年

5月に各 2回採取し室内で 24時間静置したところ，いず

れのタイミングにおいても中国分のサンプルからはナモグ

リバエとイサエアヒメコバチ，国分のサンプルからはイサ

エアヒメコバチが得られた (Table2). 同時期に実施した

すくい取りによるサンプルを同様に静置したところ，中国

分では 2回の調査を通じて合計 9種の寄生蜂類が得られた

(Table 3). また，国分で 1回実施した調査では，これら 9

種のうち，莱における調査でも羽化個体数が多かったイサ

エアヒメコバチ，ハモグリヤドリヒメコバチ，ハモグリコ

ガネコバチおよびニホンハモグリコマユバチの 4種が得ら
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Fig. I. Seasonal changes in percentage of parasitoid species and parasitism rate of parasitoids (Number of parasitoids/number of parasitoids and 

leafininers X JOO) emerging from Phacelia tanacetifolia leaves collected at 3 locations in Chiba Pref., Japan (2009-2012). Numbers above 

the bars show total number of parasitoids. A: P. tanacetifolia sown in October of previous year. B: P. tanacetifolia sown in March. 

れた．中国分で得られた 9種には，菓からの羽化がみられ

なかった Kleidotomasp. (ハチ目：ヤドリタマバチ科）が含

まれていた．

3. 開花中のハゼリソウを与えた場合のイサエアヒメコ

バチの生存日数

ハゼリソウ給餌区，対照区とも 2つの飼育容器で試験を

行ったが，各試験区の 2容器における生死は同様の傾向で

推移したため，飼育容器を区別せず試験区全体の生存日数

を比較したハゼリソウ給餌区および対照区におけるイ

サエアヒメコバチ成虫の生存日数（平均士標準偏差）はそ

れぞれ， 18.4土11.1Bおよび 0.8土1.0日であり，両試験区

における生存率の推移 (Fig.2)には有意な差が認められた

(log-rank検定， df=l,X 2= 18.43,p<0.001). 

考察

本研究においてハゼリソウから羽化したハモグリバエ類

はほぼすべてナモグリバエであった (Table1). ハゼリソ

ウは，ナモグリバエが寄生しないネギの圃場においては，

少なくともハモグリバエ類の対策上は問題なくバンカープ

ランツやインセクタリープランツなどとして利用できると
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Table 2. Species and numbers of leafminer and its parasitoid cap-
tured from P. tanacetifolia flowers collected at 2 locations in 
Chiba Pref., Japan (2010) 

Species 

Nakakokubun, 

Ichikawa 
Kokubun, Ichikawa 

May6 May19 May6 May 19 

Leafminer 

Parasitoid 

C. hortico/a 

D. isaea 

l

,

 

2

2

 

o
l
 

o
l
 Thirty blooming flowers collected from fields were kept in a plastic 

chamber with a mesh cover under room conditions for 24 hours, and 

leafininer and its parasitoid adults emerging from flowers were cap-

tured and killed by freezing before identification. 

Table 3. Species ofparasitoid ofleafminer captured by sweeping 

of P. tanacetifolia flowers at 2 locations in Chiba Pref., Japan 
(2010) 

Family Species 

Nakakokubun, 
Ichikawa' 

May 19 May27 

Kokubun, 
Ichikawa" 

May27 

Braconidae 

Figitidae 

Pteromalidae 

Eulophidae 

D. nipponica 

D. sasakawai 

Kleidotoma sp. 
b 

H circulus 

P. katonis 
b 

D. isaea 
b 

D. minoeus 

C. pubicornis 

C.pentheus 
b 

＋
＋
 

＋ 

+

＋

+

＋

 

+

＋

+

+

+

＋

 

＋
＋
 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

'Parasitoid adults were captured with flower pieces around each sam-

piing site (sampling range: 20m) by 20 sweeps with a 36-cm-diame-

ter insect net on a 120-cm-long handle, and kept in a plastic chamber 
with a mesh cover under room conditions for 24 hours, and individuals 

emerging from flowers were captured and killed by freezing before 

identification. Plus symbols indicate captured species with at least one 
individual in each sampling. 

b 
Species collectd from Welsh onion leaves with L. chinensis mines by 

different authors in Japan. 
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Fig. 2. Survival curves for Diglyphus isaea adults with and with-

out blooming P. tanacetifolia plant. Differences between the 
curves of with and without blooming plant were significant by 

log-rank test (p<0.001). 

判断される．

ハゼリソウの葉からは 21種のハモグリバエ類寄生蜂が

得られ， このうち種レベルまで同定できたものは 16種で

あった (Table1). ナモグリバエが優占する状況下でのハ

モグリバエ類寄生蜂相について， H本ではこれまでにエ

ンドウ Pisumsativum L. (Takada and Kamijo, 1979; 下元，

2002; 福原・高木， 2007;小西， 2007;Saito et al., 2008; 東

浦ら， 2011), レタス Lactucasaliva L., ダイコン Raphanus

sativus L. var. longipinnatus, カブBrassicarapa L. var. rapa (小

西， 2007)などにおける調査事例がある．種構成はそれぞ

れ若干異なるものの，これら既往の研究の多くでは本研究

と同様に約 20種の寄生蜂類が得られている． また，本研

究で種同定できた 16種のうち 15種はこれらの研究におい

て記録されているものであった． さらに，本研究で優占種

と考えられた 4種のうち上位 2種のイサエアヒメコバチお

よびハモグリヤドリヒメコバチは，いずれの研究でも優占

種であったことが報告されている．以上のことから，ハゼ

リソウと他のナモグリバエ寄主植物におけるハモグリバエ

類寄生蜂相はほぼ同様であると考えられた．

トマト Solanumlycopersicum L. やキュウリ Cucumissativus 

Lの施設栽培においては， マメハモグリバエ Liriomyza

trifolii (Burgess)やトマトハモグリバエの対策として， こ

れら作物をほとんど加害しないナモグリバエとその寄生蜂

類を寄生させたエンドウを刈り取って圃場へ導入すること

による生物的防除が試みられている（東浦ら， 2011). ハ

ゼリソウにもエンドウと同様に寄生蜂類の供給源としての

使い方が期待できる．また本研究では， 日本でネギハモグ

リバエに対する寄生が確認されている 7種の寄生蜂類がハ

ゼリソウ菓から得られたことから，露地ネギ圃場の緑肥と

して栽培したハゼリソウの一部を鋤き込まずに温存するこ

とによりネギのネギハモグリバエに対するバンカープラン

ツとして利用できる可能性がある．

ただし，寄生蜂類のハモグリバエ類に対する寄生率は 4

月以前に採取した策と 5月以降に採取した薬では大きく異

なり，十分な寄生がみられたのは 5月以降であった (Fig.

1). また，ナモグリバエとその寄生蜂類の寄生はエンド

ウでの事例 (Saitoet al., 2008)と同様に 7月以降にはほと

んどみられず，寄生蜂類の羽化数も少なくなった (Fig.1). 

寄生蜂類の供給源やバンカープランツとして露地でハゼリ

ソウを用いる場合，千葉県を含む日本の温暖地では 5~6

月頃の利用が適していると考えられる．寄主となる自然発

生のナモグリバエの発生時期がずれた場合には寄生蜂類の

発生時期がネギハモグリバエの防除適期に同調しない可能

性があるものの， 5~6月は温暖地における秋冬どり栽培ネ

ギの標準的な定植期であり，これらネギ圃場では栽培初期

に飛来するネギハモグリバエに対してバンカープランツと

しての機能の発揮が期待できる．
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なお， 2009年 4月に中国分で得られたネギハモグリヒメ

コバチは日本におけるナモグリバエ寄生植物からの初記

録であるが，ハンガリー (Erdos,1958), トルコ (Geni;er,

2009), ロシア (Yefremovaet al., 2015)でナモグリバエヘ

の寄生が報告されている．また，本種は化学合成農薬の散

布回数が少ないネギ圃場での発生景が多い 3種の寄生蜂

のうちの 1種であることが知られている（大井田， 2013).

中国分では定期的にネギが栽培されており，調査時には近

隣の家庭菜園などに作型の異なるネギも存在していたこと

から，周辺での本種の密度が高かったと想定され，これが

ナモグリバエヘの寄生に影響した可能性がある．

一方ハゼリソウの花からは，開花中の花の採取およびす

くい取りにより合計 9種のハモグリバエ類寄生蜂が捕獲さ

れ，このうち 8種はイサエアヒメコバチ，ハモグリヤドリ

ヒメコバチなど菓からも羽化した種であった (Table2, 3). 

ハゼリソウの花の給餌が寄生蜂類の生存や増殖に及ぼす

影響については， 正の効果があった場合 (Baggenet al., 

1999; Araj et al., 2006)と判然としなかった場合（太田・武

田， 2013; Sigsgaard et al., 2013)がそれぞれ報告されてい

る．本研究でイサエアヒメコバチに開花中のハゼリソウと

水を与えて飼育したところ，水のみを与えた場合と比較し

て生存H数が大幅に延長されたことから (Fig.2), ハゼリ

ソウの開花期には菓から羽化したハモグリバエ類の寄生蜂

類が一時的な栄養源として花蜜などを利用し，ハゼリソウ

がこれらのインセクタリープランツとしての機能を発揮し

ていると推察されるが，これを裏付けるためには，今後イ

サエアヒメコバチ以外でも生存期間などを調査する必要が

ある．なお，土着天敵の保護・強化を目的とした花粉や花

蜜の供給は，天敵のみならず害虫の生存や増殖も助長する

可能性がある (Baggenet al., 1999) . 本研究では，害虫で

あるナモグリバエも開花中の花から捕獲された (Table2). 

Mitsunaga et al. (2006)は糖給餌により本種の雄成虫の寿

命や生涯交尾回数，雌成虫の生涯産卵数が増加することを

報告していることから，今後，ナモグリバエやネギハモグ

リバエにハゼリソウの花を与えた場合の生存期間などにつ

いても詳細に調査する必要がある．

摘 要

ハゼリソウはインセクタリープランツとして知られ， 日

本ではネギの緑肥として利用されている．そこで，ネギに

おけるネギハモグリバエの管理を目的とした寄生蜂類のバ

ンカープランツやインセクタリープランツとしての活用可

否を検討するため，ハゼリソウの築におけるハモグリバエ

類とその寄生蜂相， ならびに訪花状況を調査した．加え

て，葉から羽化した寄生蜂類の最優占種であったイサエア

ヒメコバチを用い，開花中の株の存在による延命効果の有

無を調査した．薬から羽化したハモグリバエ類はほぼすべ

てナモグリバエであったまた，寄生蜂類は計 21種が羽

化し，得られた個体の約 2/3をイサエアヒメコバチが占め

たまた， 1頭のみであったが， H本におけるナモグリバ

工寄生植物からの初記録としてネギハモグリヒメコバチが

得られたこれらのうち日本でネギのネギハモグリバエに

対する寄生の報告があるものは 7種であり，ほぼすべての

調査においてこれら 7種が過半数を占めた．一方，開花中

の花を採取したところナモグリバエとイサエアヒメコバチ

が得られたまた，同時期に行った花のすくい取り調査で

は，葉からの羽化が確認された 8種を含む 9種の寄生蜂類

が得られたイサエアヒメコバチに開花中の株と水を与え

たところ，水のみを与えた対照区より生存H数が有意に長

くなった．以上より，ハゼリソウと他のナモグリバエ寄主

植物におけるハモグリバエ類寄生蜂相はほぼ同様であり，

ネギのネギハモグリバエに対するバンカープランツとして

ハゼリソウを利用できると考えられたまた，開花期には

薬から羽化した個体が花を餌として利用し，ハゼリソウが

これらのインセクタリープランツとして機能を発揮してい

る可能性も示唆された．
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